















アジア・太平洋戦争敗戦後から 2015 年 9 月末までに「いつか来た道」という表現がどの
くらいの頻度で用いられているのかを、『朝日新聞』を例にとってまとめると表 1 のように
なる（1999 年までは 10 年ごとの累計を示し、2000 年以降は毎年の頻度数を示した上で、10 年ご
との累計を括弧で記載している）。













【Abstract】In 2015 we often hear a phrase: the “road to war,” which reminds the very road to Asia-
Pacific war in 1930’s. The phrase also makes us eery feeling of déjà vu.
This article traces the transformation of the climate of Japan in 1930’s by exploring such vague
buzzwords as “national emergency,” “semi-war time,” “war time,” and so on. After the Manchurian
Incident in 1931 and the May 15 Incident in 1932, “national emergency” became a hype in Japan.
From that moment on, many Japanese, consciously or unconsciously, came to acknowledge that Japan
was placed on an emergency footing. 
Cloaked in the garb of “national emergency” as well as other vague nationalistic rhetoric, the
crisis atmosphere expanded the bailiwick of the military and the military build-up, which proved
instrumental in forming a “garrison state.” The transformed climate finally induced Japan to slide into
war.
民主党から自民党に政権が交代してから、一層増加傾向にあることがわかる。2015 年につ
いては、3 四半期が経過した時点ですでに 2014 年に迫る頻度となっている４）。































時期                                                             頻度
1945－1949                                                        0
1950－1959                                                        3
1960－1969                                                        3
1970－1979                                                        2
1980－1989                                                      26
1990－1999                                                     105
2000                                                                 8
2001                                                                21
2002                                                                13
2003                                                                17
2004                                                                30
2005                                                                20
2006                                                                17
2007                                                                17
2008                                                                17
2009                                                                 8
（2000－2009年の累計）                            （168）
2010                                                                 3
2011                                                                 7
2012                                                                16
2013                                                                24
2014                                                                27
2015                                                                23





































（1）1932 年から「非常時」という表現が増加し、1933 年を一つの頂点として 1930 年代













年                          「非常時」         「準戦時」            「戦時」   「準戦時体制」      「戦時体制」      「挙国一致」
1930                                  8                       0                     10                       0                       1                       0
1931                                  6                       0                     83                       0                       0                     69
1932                               183                       0                     68                       0                       0                     93
1933                               408                       0                     40                       0                       1                   177
1934                               183                       0                     28                       0                       1                     38
1935                               143                       1                     31                       0                       0                     77
1936                               119                     19                     57                       5                     10                     66
1937                               864                     81                   502                     49                   192                   139
1938                               381                       2                  1378                       1                   496                   158
1939                               132                       1                  1246                       0                   297                     50
1940                                95                       2                  1078                       0                   327                     42
1941                               257                       1                  8070                       1                   672                     64
表 2 『読売新聞』にみる用語頻度傾向表
年                          「非常時」         「準戦時」            「戦時」   「準戦時体制」      「戦時体制」      「挙国一致」
1930                                12                       0                     14                       0                       0                       2
1931                                  8                       0                     22                       0                       0                     44
1932                                85                       0                     45                       0                       0                   316
1933                               181                       0                     15                       0                       0                     58
1934                                90                       0                     14                       0                       0                     16
1935                                97                       1                     38                       0                       0                     65
1936                               116                       1                     46                       0                       0                     71
1937                               257                     29                   278                     14                     49                   173
1938                               239                       2                   428                       0                     55                     55
1939                                62                       3                   617                       0                     49                     31
1940                                33                       1                   468                       0                     43                       9
























































































の拡大であった。国家予算全体としては、1931 年の 49 億 6700 万円から 1937 年には 128
億 3700 万円に増加している。就中軍事費の増大は顕著で、1931 年の 4 億 6200 万円から
























翌 1938 年、国民精神総動員中央連盟は 8 人の女性を含む「非常時国民生活様式委員会」
を発足させた 54）。委員の中にはナチス式挨拶の採用などに意欲を示す者もいたが、同年 7




































































































































































１）「朝日俳壇・歌壇」2015 年 2 月 2 日付『朝日新聞』朝刊、13 面。
２）2015 年 3 月 10 日付『朝日新聞』朝刊（東京）、14 面。
３）2015 年 7 月 9 日付『朝日新聞』夕刊（東京）、5 面。
４）芸能欄でも、「国の分岐点が見えない 2014 年」と「長屋のご隠居」に語らせる件がある（2014 年 12
月 25 日付『毎日新聞』夕刊（東京）、7 面）。
５）「安全保障法制の整備に関する閣議決定」（2014 年 7 月 2 日付『毎日新聞』朝刊、9 面など）。この他、
横畠内閣法制局長官が「バラ」の例え話を用いた異例の答弁をしたり（2015 年 6 月 27 日付『毎日
新聞』朝刊、5 面）、連日特定局のテレビ番組に出た安倍首相が「振り込め詐欺」を例えに用いるな
ど（2015 年 7 月 21 日付『毎日新聞』朝刊、2 面）、適切な説明が不足したままこの表現だけを多用
している感が強い。
６）たとえば、2015 年 7 月 26 日に、磯崎首相補佐官は講演で「法的安定性は関係ない」として、集団
的自衛権の行使は「わが国を守るために必要」であるという趣旨の発言をしている（2015 年 7 月
28 日付『毎日新聞』朝刊、5 面）。
７）古典的業績である日本国際政治学会編『太平洋戦争への道』全 8 巻、朝日新聞社、1963 年、の題名
自体が象徴的である。
８）原朗『日清・日露戦争をどう見るか』NHK 出版新書、2014 年、29 頁。
９）三谷太一郎「戦前体制と戦後体制」、同著『近代日本の戦争と政治』岩波書店、1997 年、31 頁。
10）原、前掲書、17 頁。







14）「国防の本義と其強化の提唱」は当初 16 万部印刷したが、さらに 4 万部を増刷するに至り（1934 年
10 月 4 日付『読売新聞』夕刊、2 面）、「非常時に対する我等国民の覚悟」は最初から 20 万部印刷さ
れた（1935 年 2 月 25 日付『読売新聞』朝刊、2 面）。




帝国新聞社、1934 年、39 頁、美濃部達吉「非常時日本の政治機構」（『中央公論』1933 年 1 月号所
載）、同『議会政治の検討』日本評論社、1934 年、30 頁、木村与作『秘録五・一五事件』明治図書出
版協会、1932 年、2 頁、大谷良意『非常時と教育の革新』東亜評論社、1932 年、7 頁、1933 年 1
月 21 日付『読売新聞』朝刊、社説、3 面、などを参照。











21）松岡洋右「非常時局に際して国民に愬ふ」（1933 年 12 月 17 日、日本青年会館　講演速記）、同『昭
和維新：道義日本確立の急務』第一出版社、1938 年所収、254 頁。
22）たとえば、朝日新聞社編『政局はどう動く：フアッシヨか？憲政復帰か？』東京朝日新聞発行所、
1935 年、46 頁、文部省社会教育局編『非常時と国民の覚悟』文部省社会教育局、1933 年、1 頁、
を参照。この他にも抽象的に「国難」を強調する叙述は多数見受けられる。一例として、鍋島創一
『極東存栄策論』大日社、1935 年、2 頁、上田庄三郎『激動期の教育構図』啓文社書店、1934 年、
46－47 頁、大道重次『神日本. 第 2 篇 (地之巻)』立山塾、1935 年、10 頁。また、「多年鬱積」したも
のが「偶々の機会」で「一時に勃発」したのが「非常時」であるとの指摘（1932 年 12 月 29 日付
『読売新聞』朝刊、社説、3 面）などを参照。








社東洋文庫、2006 年（原著は 1937 年刊）、20 頁。
27）1932 年 12 月 9 日付『読売新聞』朝刊、「非常時は『私』に如何に反映したか」平田晋策談、4 面。
28）たとえば、菱田静治『非常時突破』拓殖公論社、1935 年、1 頁、西亀正夫『非常時局と地理教育』
古今書院、1935 年、2 頁、江藤源九郎『危機将に迫る!岡田内閣の正体を見よ！』政治批判社、1934








31）1933 年 4 月 3 日付『読売新聞』朝刊、7 面。
32）1933 年 2 月 18 日付『読売新聞』夕刊、3 面。
33）1933 年 5 月 4 日付『読売新聞』朝刊、7 面。
34）1934 年 3 月 9 日付『読売新聞』夕刊、2 面。
35）若槻礼次郎『古風庵回顧録』読売新聞社、1975 年（改訂版、初版は 1950 年）、390 頁。
36）馬場恒吾「政府の自己満足は早計」、1933 年 1 月 16 日付『読売新聞』夕刊、2 面。さらに 1935 年
5 月 16 日付『読売新聞』朝刊、2 面、には「無軌道非常時トラック」と題して荷物を詰め込み過ぎ
の状態である齋藤内閣を諷刺する漫画が掲載されている。
37）1933 年 1 月 25 日付『読売新聞』朝刊、社説、3 面、1933 年 1 月 29 日付『読売新聞』朝刊、社説、
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「非常時」・「準戦時」・「戦時」◎上野隆生
3 面。1933 年 2 月 9 日付『東京朝日新聞』朝刊、2 面には「非非常時議会」と題して、定刻を過ぎ
ても予算分科会に人が集らない有様を諷刺する漫画が掲載されている。
38）1932 年 11 月 12 日付『東京朝日新聞』朝刊、3 面。
39）大阪毎日・東京日日新聞社エコノミスト部編『戦時体制読本』一元社、1937 年、16 頁、木村孫八郎
『新聞経済面の読み方（財政篇）』栗田書店、1937 年、310 頁、『日本経済年報（第 62 輯）』東洋経済















53）1937 年 12 月 14 日付『読売新聞』第二夕刊、2 面。
54）1938 年 6 月 28 日付『読売新聞』朝刊、7 面。
55）1938 年 7 月 28 日付『読売新聞』第二夕刊、2 面。
56）1938 年 1 月 18 日付『読売新聞』第二夕刊、2 面、
57）1938 年 1 月 26 日付『読売新聞』夕刊、2 面。
58）1938 年 2 月 16 日付『読売新聞』朝刊、7 面、同 17 日付『読売新聞』朝刊、7 面。無論このような
行為は学校や教育の警察化であるとして批判する論調もあった（三木清「学生狩り論争」、1938 年 6
月 22 日付『読売新聞』夕刊、1 面）。
59）1939 年 5 月 28 日付『読売新聞』朝刊、7 面。
60）1939 年 5 月 29 日付『読売新聞』朝刊、7 面。
61）1937 年 11 月 8 日付『読売新聞』朝刊、9 面。















74）室伏高信「世界第一海軍論」、1934 年 10 月 2 日付『読売新聞』夕刊、1 面。なお、「強い力」や「強
い意思」を希求する声は紙上に散見される（1932 年 7 月 26 日付『読売新聞』朝刊、4 面）。
75）室伏高信「国防と天文学」、1936 年 7 月 21 日付『読売新聞』夕刊、1 面。
76）室伏高信「革新の一途」、1938 年 2 月 22 日付『読売新聞』夕刊、1 面。




81）1932 年 12 月 2 日付『読売新聞』朝刊、4 面。
82）室伏高信「教授の地位」、1938 年 10 月 11 日付『読売新聞』第二夕刊、1 面。なお、室伏はかかる
「更始一新」の時に潰滅する学部が出るのもやむを得ない、と付言している。
83）正木ひろし『近きより』第 3 巻第 8 号、1939 年 9 月号、同『近きより　2』社会思想社、1991 年、
223 頁（以下、『近きより』3－8（1939 年 9 月号）、2－223 頁と略記する）。
84）三木清、「非常時と民主性」、1936 年 12 月 16 日付『読売新聞』夕刊、1 面。
85）正木ひろし、前掲『近きより』1－8（1938 年 11・12 月号）、1－147 頁。
86）三木清は 1939 年にも「非常時といふ言葉が現はれて以来、我が国の政治において著しいのは、民主
的性格が失はれた」として批判している（三木清『現代の記録』作品社、1939 年、10 頁）。
87）1933 年 11 月 10 日付『読売新聞』朝刊、2 面。
88）1934 年 1 月 3 日付『読売新聞』朝刊、4 面。
89）たとえば、三木清「心の準備」、1937 年 6 月 30 日付『読売新聞』夕刊、3 面参照。
90）桐生悠々「軽薄なる日本主義」（『他山の石』1935 年 6 月）、同『畜生道の地球』、49 頁。なお、桐生
は「『日本』を『にほん』」と読まずして『にっぽん』と読めというが如きも、また、その軽薄性、
無智性から出たものであ」ると再三批判している（桐生悠々「言語と思想と」（『他山の石』1935 年
11 月）、同『畜生道の地球』、74 頁、同「進歩的同化的なる日本」（『他山の石』1937 年 6 月号）、同
『畜生道の地球』、122 頁）。
91）正木ひろし、前掲『近きより』1－3（1937 年 6 月号）、1－43 頁。
92）室伏高信「大臣と属僚」、1938 年 5 月 31 日付『読売新聞』第二夕刊、1 面。




97）正木ひろし、前掲『近きより』3－1（1939 年 1 月号）、2－32 頁。いささか文脈は異なるが、「時代
は今一ゼネレーション昔に逆戻りしつつある」という桐生悠々の批判と通底するものがある（桐生
悠々「逆戻りしつつある時代」（『他山の石』1935 年 4 月号）、同『畜生道の地球』、38 頁）。
98）この点に関しては、拙稿「竹越与三郎のアジア認識」、黒沢・斎藤・櫻井編『国際環境のなかの近代日
本』芙蓉書房出版、2001 年、133－166 頁、を参照。
99）キャサリン・サンソム『東京に暮す 1928－1936』岩波文庫、1994 年、171－172 頁ほか。
100）コリン・ロス『日中戦争見聞記』講談社学術文庫、2003 年（原著は 1940 年刊）、58 頁。






（1940 年 4 月 23 日付『読売新聞』朝刊、7 面）。
102）中野正剛『新らしい政治の方向』東大陸社出版部、1941 年、73 頁。
103）直木三十五談「日米、日ソ戦争以外に非常時はない」、1932 年 12 月 7 日付『読売新聞』朝刊、4
面。
104）存在しない「非常時」を無理に捏ね上げ「非常時」らしいものを捜しているという指摘もある（櫻
井忠温「戦争は無きや」、1935 年 2 月 6 日付『読売新聞』夕刊、1 面）。
105）正木ひろし、前掲『近きより』3－10（1939 年 11・12 月号）、2－264 頁。
106）小川未明『童話と随筆』日本童話協会出版部、1934 年、198 頁。
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